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今回から数回にわたり「口腔がんの診断と治療そして治療後」に関して紹介させ
ていただきます。
まずは口腔がんを疑う病変を口腔内に認めた場合に、治療へ移行するまでの流れ

をお話しさせていただきます。
ご存じの通り確定診断には生検術を行い病理診断が必要に

なります。この生検術は擦過法で表面の細胞を採取する細胞
診ではなく、病変の一部、もしくは全てを切除してその組織
の構造を観察することで診断します。生検術は病変にメスを
入れる事になります。その刺激で悪性腫瘍は急激な増大や転
移を促進する事になりますので、がんと診断を得たら可能な
限り早く治療を開始する必要があります。がんと診断されて
から検査を行ったり、手術枠を確保するのでは治療開始が遅
くなってしまう可能性があります。ですからがんを強く疑う
場合は初診時の生検を避け、まず全身状態の把握のため採血
検査、画像検査を行ったり、造影CTやMRI検査の予約を行い
ます。そして手術日の確保、また再建術が必要と考えられる
場合には形成外科と手術日の調整を行い準備が整った時点で
生検術を行う事になります。

１ 診断から治療

まずは…

開放型病床 登録医制度における歯科医師の登録医登録を開始

登録医になっていただくと…
・ご紹介患者様の受け入れは原則お断りしません。
（やむを得なくお断りをする場合はご容赦ねがいます。）

・当院の歯科担当医との共同診療（共同指導）が可能です。
・紹介カードを作成し、当院HPや１階ロビーのタッチパネルなど
で、逆紹介をご希望される患者様に優先的にご紹介します。

・ネット予約がご利用いただけます。

地域診療所との連携強化を目的とした開放型病床登録医制度を医科の医師を中心に進めてきまし
たが、2018年度より地域歯科診療所の先生方にも登録医登録にご協力いただき、現在110名以
上の歯科医師の先生方と連携を強めています。

＜登録方法＞
患者支援連携センター
（06-6992-5373）へ
ご連絡ください。
担当者が対応させて
いただきます。
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